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The Telegraph LevelMoniteringEquipment

By Hideo Yakata

Totsuka Works,HitachiLtd.

Abstra(:t

Recent.1y

the service

the Center

theMinistryofTelecommunicationisdoinghisbestinordertospeedup

oftelegraph,forexamplemanytelegraphlinesarebeingconcentratedin

TelegraphStation,andmanynewlydesignedequipmentsarebeingtaken

Buttheleveloftheselinesisvariedbyweather,temperatureandetc･SO thatit

isimportanttoobservethevaringleveloftheselinesandto maintainthelevelin

constant condition.

TheE.C.D.hasmadeaplanto11Se TelegraphLevelMonitering Equipment,by

thisequlpmentWeCanObserveto maintain thelevelof thecenteratingtelegraph

linesbylookingandhearing,and forlookingaBrauntubeOsciloscopeis usedin

this equipment.-

ThefeaturesoftheneNlydesigned equlpmentismentionedbelow･

[Ⅰ]縮

戦時中荒廃した

旧と共に一般の

信設備ヰ)終 後6年､その設備の復

信利用も日増しに多くなり､ 気通信

省でほサ←ビス向上のため種々装置の改善､新方式の採

用電 回線の中央局集中等に努力され､･--･段と高速度化

されようとしている｡

しかるに電信業務の撮幹ともいうべき､伝

び装置の保守に就いてほ保守関係

線路およ

業員の絶えざる努力

と保守監視にもかかわらず､監視方法とLてほ多

の特殊性より常時監視することが困難なので､普通ほ装

備された試験装置で定期試 を行い､線路の減衰量或は

装置の異状等を測窯しながら監視しているのである･｢し

かし伝送線路は天候､

ほ常に変化し､

に常に影響されるので状態

等の予期しない障告のため､現在

までの方法では刻々変化する線路状況等の内特に 信伝

送に悪影響を及ぼす状況を速かに発見処置することがりi

ない｡ 信業務に於けるこの盲点解決のため､電気通
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局全回線の線路及び装置状況を一装置によって､可視､

可聴の方法をもって監視出来る 置即ち集中レベル監視

装置を立案計画された｡

日立製作所に於ても､この計画に参加し､稜々検討の

結果昭和26年初頭より試作設計を開始し､担当官の指

導のもとに同年4月本装置の完成を見たのである｡

既に本装置は仙台 報局忙装備され､現地試験も通信

研究所及び施設関係官の立会のもとに5月中旬終り､電

信業務サ←ビス向上の一端をにない運転を開始している0

[Ⅱ]本装置の概要及び構成

置ほ搬送 信端局に於て､20回線の綜合受

ベルをブラウン管によって監視し､結合受 レベルが､

±3db以上に変化した場合に､警報装置によってこれを

警報すると同時に､回路のレベル変動をブラウン管によ

って表示するものである｡

第l図ほ本装置の外観図を元す｡

置は高サ2m幅52cnの自立型標準鉄架に上よ

り下記パネルが実装してある｡

イ 減衰岩琵悠 PAD
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第1図 集中レベル監視装置

Fig･1･TelegraphLeveI
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第2図
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本装置に使用する真空管は下記の三種である｡

CZ15()1D

CZ-5(j4D

KX-142

猶ほ監視用ブラウン管は日

ラウン管を使用している｡

2本

1本

1木

二立

本装置を動作させるために次の

BA-120A 残光性ブ

源が必要である｡

直流 24V 約】..2A

直流 25りⅤ 約6りmA

交流 1り0V 約(l.5A

[Ⅲ]動 作 説 明

1･レベル監視回路

第2

･jモ:

囲は本 置 の路河路因及びレベルダイヤグラムを

集中レベル監視装置略回路図及びレベルダイヤグラム

SchematicCircuitDiagramandLevelDiagramof

TelegraphLevelMoniteringEquipment

通常搬送 信端局ほ1端局に12回線が実装してある

が､監視用回線としてその中より1回線を代表監視国線

として取り出す｡.

本装置i･よ2n端局より各々代表監視回線を20回線取

り出し､各端局の受信レベル変動を代表国晩のレベル変
動により監視するのである｡

信周汲数ほ通常300c一′s～3,000c′sの範囲に12周没

数を採用してあるから､本装置の周汲数特性ほ上記周理

数範囲内に収まるように設計してある｡

各親局より取り出された代表監視回線の各々臭った周

枚数の受信 流は帯域濾投器(但し此のi慮汲熟ま本装置

にほ実装されていない)により撰訳されて､本装置抵抗

減衰器盛に入る｡

この抵抗減衰器腰により受信レベルを各回線とも-3

r)dbになるように加減調整される｡

この
-3りdbに調整された 琉ほ5砂1回転の

速度で回転している分配機に入り､順次第1回線より第

20回線迄の受 伝り琉ほ整理されてレベル計塵=こ送出さ

れるc レベル計矧こより -3-_)dbの受信 流は出力+2り

dbに増幅され､監視盤のブラウン管により各回線受信

レベルの上昇降下を表示する｢螢光面の日凰･まレベル計

盤出力+20dbのときOdbと目盛ってあり常にブラウ

ン管表面の目盛でOdbになるように監視する｡

猶ほブラウン管に於ける各回線受信レベル扱高値の表

示位置ほ上記分配機の回転により､同じ周期をもってブ

ラウン管の水平偏向板､垂直偏向板に印加される電圧を
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集 中 レ ベ ル

第3図

Fig.3.

ブラウン管に表われた各回穐レベル

LeveIof A11Channels Viewed on

the】∋raun tube Osciloscope

変化することにより逐次変化せL社:る｡-･･方このフラ

ウン管ほ残光性5砂以上のものを使用しているために､

常に20回線の全レベルを攣光両に表ほすことができ､

一見して全回線のレベルを直視することができる｡蛍光
面には前記の如く標準レベルをOdbとして､Odb及び

士3dbの位置が表示してある｡

第3図はその実例を示す｡即ち第5回線ほレベルが標

準レベルより 3db低いことを示し､第17回線は3db

高いことを示し､他の回線は凡て標準レベルであること

を嘉している｡

即ちこのブラウン管に表われるレベルを直視すること

により 回線のレベル変動を監視することができる｡

2･レベル変動警報回路

第4図は警報回路を示す｡

信電流の入力レベルが標準レベルより ±(3士0.3)

db以上変動した場合には､レベル計盤メーターリレー

(通常レベル計盤出力レベルが+2りdbの時にOdbを指

示するように較正されている)が動作し､LOⅦ∵或は

HIGH側接点を閉ぢる｡今LOW 例のみに就いて述べ

る｡

LOW側に閉ぢると同時に分配機の接地回路が接地さ

れることにより継 辞(L-1)が動作し､接点カを閉ぢ

て24V母線は継電器(ALM)及び警報ランプを通じて

接地される｡

プは点燈する､

警報を与える｡

器(ALM)が動作し､警報ラン

叉接点gが閉ぢ架上警報ベルが鳴動し､

一方接点ゐが閉ぢることにより､継

し､接点メ

の加熱回路を

器(L-2)が動作

が切換ほることlこより､サーミスタ(TMl)

断し､サー スタ抵抗回路(し2)は継

監 硯 装'起

レベル計鮭
〉

l

l

l
■【妻メ_グ｢リレ_

ムル′ 〟JJ〟

皐 削ベル篭

分配登を室

警報tル

】 警⊇
ll

∠.材軋べ鶴∵′｢･額椚■‡lr__,毒

サーミスター.!

才一て圭一ウ()c
⊥

梁上ベル
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杢て接地される

第4図 レ ベ
ル′警報回路

Fig.4.LevelAlarm Circuit

器の巻線を経て接鞄され接点を保持するが､サーミス

タの加熱回路が開放されたため抵抗体ほ急激に抵抗値を

増大し､継電器に流れる 流が動作 洗場下となると接

点プほ離れて加熱回路を接地し､叉加熱を行う｡

即ち或る回線が故障等のた捌こ入力レベルが標準レベ

ルより 3db以下になっている問は､5秒毎に上記動作

を操り返し､約2秒間隔の警報を連続与え､どの回線が

故障であるかほ､前記ブラウン管を見ることにより､直

ちに判る(実用新案出願中)

3.通話回路

本装置ほ日常保守に必要な通話回路として3号

盤を実装し､下記通話を行うことができる｡

イ 4線式各方向通話

ロ 2線式通話

/→ 聴話

其の他各部の 庄､電流測定を行うことが出来叉装置

保守に必要な警報回路が実 してある｡

[Ⅳ]各部動作記明

1･減衰器盤

各回線のレベル計盤入力レベルを一定に調整するため

各回線毎に抵抗減衰器が実 してある｡

減衰器の特性ほインピーダンス6肛恨不平衡型でr).2

(l･4,0･4,1.2および4dbが実装してある｡

2一 分配機

本装置に使用する分配機ほ前述するように､次の作用

を行うものである｡

イ 電信入力電流 出用

ブラウン管垂直偏向板印加 任用
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第5図 分 配 機

Fig.5.Distributer

ノ､ブラウン管水平偏向板印加
二 警報回路接地用

圧用

分配機ほ固定ドラムの周囲に刷子を廻転せしめて､上

記の回路を切換えるもので､ドラム部分と電動鞍部分よ

り成り立っている｡

第5図は分配機の外観を示す｡

図面右より端子板､ドラム及刷子､リング､ 滅

革および電動機であり､動作は極めて安定静粛である｡

定格ほ下記の通りである｡

ドラム部分

イ 廻転腕回転数 1回転 5秒士1りク左

口 刷子及びスプリング接触抵抗

直流10J↓Aで10n以下

ノ､絶縁抵抗

電動機

イ

ミ●

耐圧

使用 圧

出力

速度調整

温度上昇

直流5(川Ⅴ メガーで 25MJユ

以上

直流1()00Vl分間以上

単相交流10()V

l/16 馬力

電源電圧80V～110V の範

囲に対し廻転数の変動 ±10

以下にレバーにて調整可能

巻線内 500C以下

3. レベル計

太装置に使用するレベル計は単独にレベル測定器とし

て使用する場合とレベル監視装置用レベル計として使用

する二つの使用法がある｡

このレベル計はCZ-501D2木､CZ-5O41本を使用

した負饅還電力増幅器の出力側に出力 十20db(6抑n終

端)の場合にOdbを指示すると共に±3db L/ベル変動

には警報を与えるメ←ターリレ←を使用したレベル計で

あるり

増幅器は負鏡還回路を用い､周汲数特性､電源電圧に

対する安定度､雑音､歪率を改善してある｡

評 論
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第34巻 第5号

測定局没数範囲は300c/S-3000cノSで通常集中レベル

監視装置として使用する際は､上記周政教範囲に於て利

得は50dbであり､利得周汲数偏差は±0.5db以下で

ある｡

猶ほレベル測定器として単独に使用するた捌こ､入力

側に5dbステップで±25db,1dbステップで±5db

迄変化させて -30dbより +3Odb迄を1dbステップ

で測定できる可妥抵抗滅衰器が実装してある｡

入力インピーダンスは約10kJlであって叉600n無

誘導抵抗器を挿入して600∫lとして測定することもでき

る｡

然しレベル測定器として使用する際はメー∵ダ･-リレー

接地用分配機回路は切り離されるようになる｡叉誤差を

±1dbの範囲に較正できる回路を備えている｡

此のレベル計の特性を下記に述べる｡

イ 利得周波数特性 第6図に京す｡

P 入力対出力特性 第7図に表す｡

歪率は1,000cノS出力+20db

に於て33db以上である｡

ハ 温度にょる偏差 200C±150Cに対し､誤差

出
力
レ
ベ
ル

入 レぺ

l

レづ♂亜

r~
】

l

l

】

第6 図

Fig.6.

■｢

闇旗教(化J

レベル計周汲数利得特性

G己inFrequency Characteristic

of LevelMeter

･･∵

第7図

Fig.7.

ーガ ｢汐 入力拍鋸

レベル計入力対比力特性

Characteristic ofInput vs.

OutputLevelof LevelMeter
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第8図

Fig.8.

ホ

電源

イ ン ピ ー ダ ン ス 特 性

Frequency Characteristic of Output

Impedance andInputImpedance

ofI月∇eIMeter

±0.2db以下

圧変動による偏差

電瀕 圧±10%をこ対し 士

0.2db以下

其空管入替えによる偏差

1太当り ±0.1db以下

入出力インピーダンス特性

第8国に示す｡

4.監視盤

第9図i･こ本鰹の略回路図を元す

本盤iこは監視用ブラウン管が実装されていて､ブラウ

ン管用高圧

給される｡

瀕及び織条電源は電源腰より整流されて供

本盤にi･ま下記の調整部を持っている｡

イ 入力調整

口 左右調整

ハ 上~F 整

二 輝度調整

ホ 焦点調整

策9回申RV6,RV7ほ抵抗器矧句に実 されていて

回路図に見られるように分配機を通してブラウン管の一

に軸Y乳 分配機の回転iこつれて印加され､各

回線のレベル表示位置を変える｡

泰盛に使用するブラウン管は前述したように日立製

BA-120A残光性ブラウン管を使用しているが､特性は

下記の通りである｡

イ 加熱繊条 圧 2.5V
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回濃化置表示

瑚焦臭調整

第9図 ブ ラ ウ ン 管 回 路

Fig.9.Circuit of Braun tub30sciloscope

ロ 加熱敬条 流

ハ 第2陽極電圧

極陽l第

ホ 格子

へ 偏向感度Ⅹ軸

卜 偏向感度Y軸

チ 直径

り 残光性

[Ⅴ]結

2.3A

2000V

510V

_17V

O.24mIn/V

O.28mm/V

120Ⅱ皿

5秒以上

集中レベル監視装置に就いての概略を

が本 置の出現は従来の .l.:†.

新紀元を画すものであり､

いた

たのである

業務の保守部門に一

多年不安定な状態におかれて

回線を保守する人々に取って明るい曙光を与え

るものと信ずる｡然しながら本計画ほ未だその緒につい

たばかりであり､将来の進歩発達ほ保守部門 係者の御

理解と御叱正､製作者の絶えざる研鎮とに侠たねばなら

ぬが一応装置に就いて試作完了し､現業運転を開始した

のでその概要を発表した次第である｡

本装置製作に関しては､

用化部

l 通信研究所方式実

信方式課､校崎技官､中込技官､田中技官に可塾

々御指導を戴いたことを紙上を以て厚く感謝する次第で

ある｡

又ブラウン管製作に就いては茂原工場にて色々努力し

き文中央研究所二木研究室に於てサ←ミスタに就い

て御便宣を戴いた事を感 する次第である｡
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磁開閉器制御装置

ける補助接触部操作装置

蓄電器電動機の保護装置

電動機の固定子鉄心取付装置
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